	 
	平成　　年　　月　　日付作成

	１．「運河の魅力再発見プロジェクト（案）」の名称

	※仮称の場合は（仮称）と記述

	関連港湾の名称
	

	港湾管理者
	

	　　申請責任者
	（協議会名・責任者名）



	申請責任者連絡先
	住所（〒）
	○○○

	
	電話＆FAX
	Tel ○○○　／　Fax○○○

	
	E-mail
	○○○

	２．「運河の魅力再発見プロジェクト（案）」を実施する地域の現状と課題

	※「運河の魅力再発見プロジェクト」実施の前提や背景となっている地域の現状や問題点を、数字や写真を用いて具体的に記述。
〔記載するに当たっての視点〕

「運河」を含めた地域に対する問題意識を、具体的に記述すること


	３．「運河の魅力再発見プロジェクト（案）」を実施する目標

	※上述した「運河」を含めた地域の問題、課題の解決に対して、どういった地域づくりを考えているのか（目指すべき地域の姿や目標）
〔記載するに当たっての視点〕

「２．」で記述した問題意識との整合を図ること


	４．「運河の魅力再発見プロジェクト（案）」を実施にあたっての取り組み方針

	※目標に向けて、協議会等として、どのような考え（取り組みの方針）で取り組んでいくのか等を具体的に記述。

〔記載するに当たっての視点〕

取り組み方針には、利用方針、整備方針、維持管理方針についてもふれること


	５．「運河の魅力再発見プロジェクト（案）」の具体的な取り組み

	※上述した取り組み方針の下、具体的にはどのような取り組みを実施していくことを考えているのかを記述。

具体的な取り組みとして、以下のような例が考えられる。

親水性や回遊性の向上、緑化等による景観の向上、情報発信施設・拠点的施設の整備、倉庫等の既存ストックの有効活用、水上バス等の運航、海洋性レクレーション施設の創出、地域の魅力を高めるイベントの実施　等



	６．『運河の魅力再発見プロジェクト（案）』の具体的取り組みの図

	　

※「運河プロジェクト」として実施する計画・範囲及び主要な施設の規模・配置（案）を示す図を作成（別添としてもよい）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	７．協議会の検討体制

	※「運河プロジェクト」を実施する協議会の検討体制（構成メンバー等）を記述。
　

※施設を管理していない者が申請者である場合にあっては、申請について当該施設を管理する者と協議したことを示す書類を添付すること。
　　



	８．「運河の魅力再発見プロジェクト」の実施スケジュール

	実施期間を矢印（← →）で記載。
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	協議会での検討
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	（備　考）

※上記の説明、あるいは特記すべき事項があれば記述。


	９．その他特記事項

	※特筆すべき事項があれば記述。


○○運河の魅力再発見プロジェクト（案）





（１／３）





















































（別紙様式３）　








